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ふるさと納税を募集する際の使途の選択

○ ふるさと納税を募集する際の使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）の選択

・選択できる 1,745団体（97.7％）
・選択できない 41団体（ 2.3％）

○ 上記で「選択できる」と回答した団体における選択できる範囲

・分野を選択できる 1,681団体（94.1％）
・具体的な事業を選択できる 479団体（26.8％）

      うち、クラウドファンディング型の実施※ 369団体（20.7％）

※ 「クラウドファンディング型」のふるさと納税とは、目標金額、募集期間等を定め、特定の事業にふるさと納税を募るもの

    （プロジェクト総数：946事業、寄附金受入総額：16,712百万円）

○ 使途として選択可能な分野ごとの受入額、受入件数及び団体数

選択可能分野 受入額 受入件数 該当団体

子ども・子育て 151,169百万円 8,191,673件 952団体

教育・人づくり 80,448百万円 4,223,340件 988団体

地域・産業振興 78,676百万円 4,334,560件 1,097団体

まちづくり・市民活動 57,813百万円 2,984,416件 866団体

環境・衛生 55,768百万円 3,018,683件 1,029団体

選択可能分野 受入額 受入件数 該当団体

健康・医療・福祉 52,775百万円 2,875,034件 1,187団体

観光・交流・定住促進 31,438百万円 1,594,975件 730団体

スポーツ・文化振興 25,339百万円 1,053,168件 783団体

安心・安全・防災 20,066百万円 988,965件 634団体

災害支援・復興 9,237百万円 660,029件 343団体

※ その他、上記の複数分野に跨がるものや、寄附先団体に一任するもの等がある。

（％は全指定団体に占める割合を示す。）

<昨年度の状況>
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